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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第２四半期
累計期間

第45期
第２四半期
累計期間

第44期
第２四半期
会計期間

第45期
第２四半期
会計期間

第44期

会計期間

自平成22年
２月１日
至平成22年
７月31日

自平成23年
２月１日
至平成23年
７月31日

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成23年
５月１日
至平成23年
７月31日

自平成22年
２月１日
至平成23年
１月31日

売上高  　　　  　　　 （千円） 1,191,4381,234,928566,982 626,4522,490,755

経常利益（△は損失）    (千円） △17,123 5,547 △17,021 2,002 △13,706

四半期（当期）純利益   （千円）

（△は損失） 
△14,404 4,215 △16,933 1,244 △9,882

持分法を適用した場合の投資利益　

　

     　　　　　　  　　（千円）

－ － － － －

資本金　　　　　　　　 （千円） －　 －　 602,150 602,150 602,150

発行済株式総数　　　   （千株） －　 －　 3,960 3,960 3,960

純資産額　　　　　　　 （千円） －　 －　 1,423,0211,421,1611,427,371

総資産額　　　　　　   （千円） －　 －　 1,861,4461,892,3451,885,691

１株当たり純資産額　　   （円） －　 －　 360.38 359.98 361.49

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）　　   　（円）
△3.65 1.07 △4.29 0.32 △2.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　   　（円）
－ － － － －

１株当たり配当額　　　   （円） － － － － 2.50

自己資本比率　　　　　   （％） －　 －　 76.4 75.1 75.7

営業活動による

キャッシュ・フロー　   （千円）
△12,058 △75,443 －　 －　 △29,160

投資活動による

キャッシュ・フロー　   （千円）
△23,052 39,123 －　 －　 △44,468

財務活動による

キャッシュ・フロー   　（千円）
△13,304 81,809 －　 －　 △24,600

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高　　　   　（千円）
－　 －　 411,087 402,170 360,136

従業員数　　　　　   　　（人） －　 －　 51 48 48

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

  ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変　更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

  当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年７月31日現在

従業員数（人） 48 (52)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況につきましては、セグメント別

に代えて、品目別に記載しております。　

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 金額（千円） 前年同四半期比（％）

ジュエリー

メンズ 315 　25.8

リング 187,816 146.9

コイン枠、ペンダント 16,858 49.7

その他 13,007 82.2

小計 217,998 121.9

ジュエリー

パーツ

スクリューイヤリング 46,627 114.2

クリップイヤリング 91,586 82.3

ピアス 98,496 117.4

その他 134,860 100.2

小計 371,571 100.2

合計 589,570 107.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期会計期間の受注状況を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

ジュエリー

メンズ 790 47.4 5,748 121.5

リング 215,219 144.8 286,077 126.8

コイン枠、ペンダント 15,761 50.5 84,370 121.9

その他 9,730 51.6 27,524 105.3

合計 241,502 120.5 403,720 124.0

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．ジュエリーパーツにつきましては、大部分は過去の実績及び将来の予想による見込生産であるため、記載を

省略しております。
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(3）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を製品・商品別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第２四半期会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

　
前年同四半期比
（％）

　

製品

ジュエリー

メンズ（千円） 883 48.8

リング（千円） 181,349 143.0

コイン枠、ペンダント（千円） 17,927 54.2

その他（千円） 12,621 76.8

計（千円） 212,781 119.4

ジュエリー

パーツ

スクリューイヤリング（千円） 42,867 94.7

クリップイヤリング（千円） 105,372 95.9

ピアス（千円） 104,078 132.9

その他（千円） 147,567 108.0

計（千円） 399,885 108.1

小計（千円） 612,666 111.8

商品（千円） 13,785 73.4

合計（千円） 626,452 110.5

　

　

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。 

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）
石福ジュエリーパーツ㈱ 76,549 13.5 70,769 11.3 
Oro Art Jewellery － － 63,007 10.1 

 　　　 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．Oro Art Jewelleryの前第２四半期会計期間につきましては、当該割合が100分の10未満のため記載を省略してお

ります。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについても重要な変更はありません。　　

　

３【経営上の重要な契約等】

    　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

    当第２四半期会計期間における我が国経済は、東日本大震災による未曾有の被害から経済活動に一部回復の兆しが

見え始めましたが、円高の進行・米国の景気悪化・欧州諸国の財政危機により、依然先行き不透明な状態のまま推移

致しました。

    宝飾業界におきましても、震災の影響によって低迷した消費マインドは回復の兆しがあるものの、金相場の高騰な

ど依然として厳しい経営環境が続いております。

    このような状況のもと、当社は新商品開発及び定番人気商品の安定供給に注力し、売上面においては、前年同期に比

べ増収となり、利益面においても営業利益・経常利益ともに前年同期比で増益となりました。

    以上により、当第2四半期会計期間における当社の業績は、売上高が626百万円（前年同期比110.5%）、経常利益は2

百万円（前年同期は17百万円の損失）、四半期純利益は1百万円（前年同期は16百万円の損失）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

 　  当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期会計期間末残高に対

して26百万円減少し、402百万円となりました。

　　 当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　  営業活動の結果使用した資金は０百万円（前年同期は獲得した資金１百万円）となりました。これは主に、仕入債務

とたな卸資産の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　  投資活動の結果使用した資金は８百万円（前年同期は使用した資金11百万円）となりました。これは主に、有形固定

資産の取得と定期預金の預入によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　  財務活動の結果使用した資金は14百万円（前年同期は使用した資金18百万円）となりました。これは主に、借入金の

返済と配当金の支払によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重　　

　要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ　　

　ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年９月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,960,000 3,960,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単元

株式数は1,000

株であります。

計 3,960,000 3,960,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。  

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高　　（千
株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年５月１日～

平成23年７月31日 
－ 3,960 － 602,150 － 509,290
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エスティオ 山梨県甲斐市竜地3049番地 2,237 56.49

深沢　栄二 山梨県甲府市 252 6.37

ゴールドマン・サックス・インター

ナショナル（常任代理人ゴールドマ

ン・サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U.K

（東京都港区六本木６-10-１　六本木ヒルズ　

森タワー）

65 1.64

大津　光次郎 東京都渋谷区 60 1.52

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
東京都中央区晴海１－８－11 39 0.98

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内１-11-１　 31 0.79

株式会社さが美 神奈川県横浜市港南区下永谷６－２－11 30 0.76

株式会社ナガホリ 東京都台東区上野１－15－３ 27 0.68

板崎　真澄 大阪府堺市 24 0.61

株式会社山梨中央銀行 山梨県甲府市丸の内１－20－８ 22 0.56

計 － 2,787 70.39

　

（７）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

 平成23年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 12,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  3,935,000 3,935 －

単元未満株式 普通株式  　 13,000 － －

発行済株式総数 3,960,000 － －

総株主の議決権 － 3,935 －
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②【自己株式等】

 平成23年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社光彩工芸
山梨県甲斐市

竜地3049番地
12,000 － 12,000 0.30

計 － 12,000 － 12,000 0.30

　 

  

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高（円） 144 139 128 126 135 137

最低（円） 135 101 119 120 127 125

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　　

　

３【役員の状況】

　  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22

年２月１日から平成22年７月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

23年５月１日から平成23年７月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成23年２月１日から平成23年７月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成22年５月１日から平成22

年７月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成23年５月１日から平成23年７月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

23年２月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半期財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受

けております。

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成23年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 527,380 530,206

受取手形及び売掛金 ※2
 401,969 422,730

商品及び製品 117,590 114,050

仕掛品 385,899 355,785

原材料及び貯蔵品 42,922 42,007

その他 17,731 10,628

貸倒引当金 △6,546 △6,884

流動資産合計 1,486,948 1,468,522

固定資産

有形固定資産 ※1
 307,442

※1
 320,822

無形固定資産 5,631 6,477

投資その他の資産

投資有価証券 25,899 26,683

保険積立金 51,824 48,480

その他 15,784 14,704

貸倒引当金 △1,185 －

投資その他の資産合計 92,322 89,868

固定資産合計 405,397 417,169

資産合計 1,892,345 1,885,691

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,892 109,840

短期借入金 230,000 230,000

1年内返済予定の長期借入金 22,020 5,128

未払法人税等 3,384 4,858

その他 54,989 48,070

流動負債合計 337,286 397,897

固定負債

長期借入金 80,447 6,451

繰延税金負債 785 1,096

退職給付引当金 31,240 32,450

役員退職慰労引当金 21,425 20,425

固定負債合計 133,897 60,422

負債合計 471,183 458,320
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成23年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 602,150 602,150

資本剰余金 509,290 509,290

利益剰余金 311,877 317,533

自己株式 △3,342 △3,260

株主資本合計 1,419,974 1,425,712

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,187 1,659

評価・換算差額等合計 1,187 1,659

純資産合計 1,421,161 1,427,371

負債純資産合計 1,892,345 1,885,691
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年７月31日)

売上高 1,191,438 1,234,928

売上原価 1,034,696 1,066,310

売上総利益 156,741 168,617

販売費及び一般管理費 ※
 175,756

※
 160,089

営業利益又は営業損失（△） △19,015 8,527

営業外収益

受取利息 155 64

受取配当金 395 278

受取地代家賃 882 882

作業くず売却益 1,089 －

雑収入 1,419 487

営業外収益合計 3,943 1,713

営業外費用

支払利息 1,115 1,236

為替差損 250 3,455

たな卸資産処分損 680 －

雑損失 6 1

営業外費用合計 2,051 4,693

経常利益又は経常損失（△） △17,123 5,547

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,543 338

特別利益合計 4,543 338

特別損失

固定資産除却損 72 －

投資有価証券評価損 53 －

特別損失合計 126 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △12,706 5,885

法人税、住民税及び事業税 1,698 1,669

法人税等合計 1,698 1,669

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,404 4,215
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成23年７月31日)

売上高 566,982 626,452

売上原価 497,688 543,671

売上総利益 69,294 82,780

販売費及び一般管理費 ※
 86,246

※
 77,971

営業利益又は営業損失（△） △16,951 4,809

営業外収益

受取利息 75 24

受取配当金 395 278

受取地代家賃 441 441

雑収入 647 417

営業外収益合計 1,560 1,162

営業外費用

支払利息 549 785

為替差損 395 3,182

たな卸資産処分損 680 －

雑損失 5 0

営業外費用合計 1,631 3,968

経常利益又は経常損失（△） △17,021 2,002

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,030 100

特別利益合計 1,030 100

特別損失

投資有価証券評価損 53 －

特別損失合計 53 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △16,045 2,103

法人税、住民税及び事業税 887 858

法人税等合計 887 858

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,933 1,244
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△12,706 5,885

減価償却費 15,771 16,618

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,500 △1,210

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 983 1,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △390 847

受取利息及び受取配当金 △550 △343

投資有価証券評価損益（△は益） 53 －

固定資産除却損 72 －

支払利息 1,115 1,236

為替差損益（△は益） 250 3,455

売上債権の増減額（△は増加） 41,701 20,760

たな卸資産の増減額（△は増加） △23,908 △34,570

仕入債務の増減額（△は減少） △50,573 △82,947

未払債務の増減額（△は減少） 371 3,493

未収消費税等の増減額（△は増加） 12,046 20

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,134 －

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △1,185

その他 2,264 △4,263

小計 △9,865 △71,201

利息及び配当金の受取額 616 379

利息の支払額 △1,111 △1,332

法人税等の支払額 △1,698 △3,289

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,058 △75,443

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,173 △9,063

定期預金の払戻による収入 － 53,923

有形固定資産の取得による支出 △5,224 △2,299

投資有価証券の取得による支出 △5,310 －

その他 △3,343 △3,437

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,052 39,123

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 10,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △10,707 △9,112

配当金の支払額 △12,535 △8,996

その他 △61 △82

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,304 81,809

現金及び現金同等物に係る換算差額 △250 △3,455

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △48,665 42,033

現金及び現金同等物の期首残高 459,752 360,136

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 411,087

※
 402,170
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

　会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用
　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基
準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており
ます。
　これによる損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。 

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、

前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等

の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前事業年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味

したものを利用する方法によっております。

３. 一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して

貸倒見積高を算定しております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成23年７月31日）

前事業年度末
（平成23年１月31日）

※１. 有形固定資産の減価償却累計額は、1,266,684千円で

あります。

  

※１. 有形固定資産の減価償却累計額は、1,251,004千円で

あります。

  

※２．四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理について

は、当四半期会計期間の末日は金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。当四半期会計期間末日満期手形は次の通

りであります。

受取手形　　　　　　　　　　　　　　 434千円

　

──────

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

※　  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※    販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 33,803千円

給料 52,910 

役員退職慰労引当金繰入額 983  

退職給付費用 1,620 

貸倒引当金繰入額   －　

役員報酬 32,864千円

給料 44,550 

役員退職慰労引当金繰入額 1,000  

退職給付費用 510 

貸倒引当金繰入額 1,185　

　

前第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

※　  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※　  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 17,014千円

給料 27,171 

役員退職慰労引当金繰入額 500  

退職給付費用　 200 

役員報酬 15,976千円

給料 22,646 

役員退職慰労引当金繰入額 500  

退職給付費用　 200 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年７月31日現在） （平成23年７月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 572,075

預入期間が３か月を超える定期預金 △160,988

現金及び現金同等物 411,087

 （千円）

現金及び預金勘定 527,380

預入期間が３か月を超える定期預金 △125,210

現金及び現金同等物 402,170

　

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成23年７月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成23年２月１日　至　平成23年

７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式 　　　3,960,000株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式 　　　　 12,124株 

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

 　　配当金支払額
 

 決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日

定時株主総会
普通株式 9,871 2.5平成23年１月31日平成23年４月27日利益剰余金

　

（金融商品関係）

　　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

  有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

  

（デリバティブ取引関係）

  該当事項はありません。 

　

（持分法損益等）

  該当事項はありません。 

  

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 

 

 （企業結合等関係）　

該当事項はありません。　

　　

 （資産除去債務関係）　

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社光彩工芸(E02439)

四半期報告書

19/25



 （賃貸等不動産関係）

賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありませ

ん。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　当第２四半期累計期間（自 平成23年２月１日 至 平成23年７月31日)及び当第２四半期会計期間(自 平成23年５

月１日 至 平成23年７月31日)　

１．報告セグメントの概要　

　当社の事業セグメントは、当社の事業単位のうち分離した財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主にリング・ペンダント等のジュエリーアクセサリー工程を取り扱うジュエリー事業部と、イヤリ

ングパーツ・クラスプ等の半製品工程を取り扱うジュエリーパーツ事業部の２つの事業セグメントから構成

されております。　

　しかし、当社の事業セグメントはいずれも貴金属製品として、その経済的特長、製品の製造及び販売方法、対

象とする市場及び顧客等は概ね類似するため、これらを集約し「ジュエリー事業」を単一の報告セグメント

としております。　

　

２．各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「ジュエリー事業」において、ジュエリーアクセサリーやイヤリングパーツ等の半製品を製造・販売してお

ります。当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、その他のセグメント情報の記載を省略し

ております。

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。　　　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成23年７月31日）

前事業年度末
（平成23年１月31日）

１株当たり純資産額 359.98円 １株当たり純資産額 361.49円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.65円
 

１株当たり四半期純利益金額 1.07円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年２月１日
至　平成23年７月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△14,404 4,215

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
△14,404 4,215

期中平均株式数（株） 3,948,977 3,948,203

 

前第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △4.29円
 

１株当たり四半期純利益金額 0.32円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△16,933 1,244

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
△16,933 1,244

期中平均株式数（株） 3,948,923 3,947,950
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（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

（重要な子会社の設立）

　当社は、平成23年８月10日開催の取締役会において、ベトナムに子会社を設立することを決議いたしました。

(1）子会社設立の趣旨

　当社は、ベトナムに現地法人を設立し、ジュエリーとジュエリーパーツにおける、一部アイテムの生産を開始する

ことといたしました。

　

(2）設立する子会社の概要

　① 名称　　　　　　　　KOSAI VIETNAM　CO.,LTD

　② 所在地　　　　　　　Dong　Anh　District,Hanoi,Vietnam.

　③ 代表者　　　　　　　深沢栄二(当社代表取締役社長)

　④ 設立年月日　　　　　平成23年９月(予定)　

　⑤ 主な事業内容　　　　宝飾品の製造・販売

　⑥ 事業年度の末日　    12月31日　

　⑦ 資本金の額　 　　　 375,000USドル(予定)

  ⑧ 持株比率　　　　　　当社100%

　⑨ 稼動開始　　　　　　平成24年２月以降(予定)

　

(3）今後の見通し

　当子会社設立による当期の業績に与える影響の見通しは軽微であります。

　　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っていますが、当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比

べて著しい変動が認められないため、記載していません。  

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月10日

株式会社光彩工芸

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光彩工芸の

平成22年２月１日から平成23年１月31日までの第44期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年５月１日から平成22年７

月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光彩工芸の平成22年７月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

　　「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は棚卸資産（原材料地

金）の評価方法について、従来、後入先出法によっていたが、第１四半期会計期間より総平均法に変更している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年９月10日

株式会社光彩工芸

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光彩工芸の

平成23年２月１日から平成24年１月31日までの第45期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年５月１日から平成23年７

月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年２月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光彩工芸の平成23年７月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成23年８月10日開催の取締役会において、ベトナムに子会社を設立す

ることを決議している。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　　

 

以　上

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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